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開催
期日

研修会名
受講
者数

実 施 内 容 講 師 名 主な参加対象

４／２５
（火）

市町村スポーツ未来会議 １５０

【所管事業説明】
・スポーツ振興課
・体育スポーツ健康課
・（公財）福岡県スポーツ振興センター
・（公財）福岡県スポーツ協会
・ＮＰＯ法人福岡県レクリエーション協会
【プロスポーツ団体事業説明】

・各市町村・市町村教育委員会 ス
ポーツ担当者

・県内スポーツ推進委員
・総合型地域スポーツクラブマネ
ジャー及び関係者

６／１１
（日）

体力つくり運動指導者研修会 ８０ 「子どもたちを目覚めさせるコーディネー
ショントレーニング」

九州産業大学
准教授
泉原 嘉郎 氏

・各市町村生涯スポーツ関係者
・スポーツ・社会教育施設関係者
・スポーツ推進委員
・総合型地域スポーツクラブ関係者
（代表者及び指導者）

・スポーツ指導者を目指す者
・未就学児運動指導に携わる者

６／１８
（日）

福岡県スポーツ指導者研修会
福岡県スポーツリーダーバンク
登録指導者研修会

１５０ 調整中
日本体育大学
准教授
河野 徳良 氏

・（公財）日本スポーツ協会公認ス
ポーツ指導者

・福岡県スポーツリーダーバンク登
録指導者

・スポーツ指導者を目指す者

１１／２４
（金）

選手強化指導者研修会 ８０ 調整中 調整中

・各競技団体の選手強化委員長又
はそれに準ずる者

・高体連各競技専門委員長
・高野連委員長
・中体連各競技専門部長

１１／３０
（木）

トレーニング指導者研修会 １００
「パフォーマンス向上とスポーツ外傷予
防のためのコンディショニング」

国際武道大学
教授
笠原 政志 氏

・生涯スポーツに関わる指導者
・トレーニング指導者を目指す者
・各市町村生涯スポーツ関係者
・スポーツ施設及び社会教育施設

関係者
・教職員

１／１９
（金）

スポーツ医・科学専門講座 １００
「競技力向上につながるジャンプトレー
ニング」

関西福祉大学
准教授
熊野 陽人 氏

・福岡県選手強化推進事業強化指
定指導者

・福岡県スポーツ協会加盟団体
・高等学校、高等専門学校運動部

活動指導者
・大学・大学院等、県内研究機関

関係者
・総合型地域スポーツクラブ関係者
・福岡県スポーツ推進委員

１／２０
（土）

選手強化研修会 ５０ 調整中 調整中
・選手強化推進実行委員会が指定

する強化指定選手等

１ 公益財団法人福岡県スポーツ振興センター主催・共催研修会

２



４ ｆｓｗｅｂ（福岡スポーツウェブ）による情報提供事業

（１） システムの機能

（ア）中央や他県のスポーツ振興、競技力向上など、あらゆる情報を収集・発信〔マルチ〕
（イ）関係者からの情報発信を受け全体に発信〔インタラクティブ〕
（ウ）広く県内外のスポーツ関係者に対し情報を発信〔ワイドエリア〕

（２） システムの概要

（ア）情報の収集
○国民体育大会や全国高等学校総合体育大会等のスポーツイベントを中心とした情報を収集
・関係団体からの情報提供
・現地視察員等からの情報提供
・マスメディアが発信する情報（インターネットによる地方紙検索など）
・その他スポーツ関係機関の情報 など

（イ）情報の提供
○登録された対象者に対して情報を発信
○県教育委員会、県スポーツ協会、県体育研究所、及び県立スポーツ科学情報センターより、情報
の種類、内容に応じて各登録配信先にメールで情報を提供

（３） 福岡県スポーツ情報の内容

（ア）中央から最新情報（スポーツ庁・日本スポーツ振興センター・日本オリンピック委員会等）
（イ）他県におけるスポーツ情報
（ウ）県内の競技団体情報
（エ）本県におけるスポーツ振興に係る最新情報
（オ）運動部活動の状況等、学校体育・スポーツ情報
（カ）子どもの体力・運動能力に関する情報
（キ）タレント発掘に関する情報（国内外の動き・福岡県タレント発掘事業の進捗情報・人材情報）
（ク）総合型地域スポーツクラブ情報 など

５

中央競技団体
スポーツ庁

JOC 日ス協

JSC

県立スポーツ科学情報
センター（情報発信拠点）

システム管理者
（オペレーター）

■ Daily（日常性） ■ Interactive（双方向性）
■ Multi（多様性） ■ Widearea （広対象性）

日常的
発信者県教委 体育研究所

県スポ協

Intelligence

県民一般

スポーツ
協会

各学校

市町村

競技団体 関係団体

主な
配信先

集める
（収集）

選択する
（選択）

提供する
（発信）

福岡県スポーツ情報配信システムのイメージ



５ スポーツ医事 ・ 健康体力相談事業

無酸素パワー測定 膝関節筋力測定

競技力の向上を目指す競技者や健康体力づくりを行う個人・団体を対象に、各種測定評価を行い、
情報を提供するとともに、個人の目的に応じた運動及びトレーニングの指導助言を行う。

（１） 健康体力測定室機能による測定

（２） 映像を用いた分析及び情報提供事例

センター内に設置された測定室の各種測定機器を使用し、現状の体力・運動能力に関する情報を収集・分析し
情報の提供を行う。

■タギングによるゲーム分析

自チーム又は競合する他チームのゲームを撮影し、
ゲーム内容を分析することにより、選手のパフォーマン
スや攻撃パターン、セットプレー等を分析し、情報の提
供を行う。また、必要に応じ、全ゲーム映像の中から、
シーン別に分類した映像を抽出し提供したり、得点シー
ン等の注目すべき映像を抽出して提供する。

■アナライザーによる映像加工

選手の一連の動作を複数方向から撮影し、ひとつの
画面上にまとめることで、多角的な視点から動きの確
認を行うことができる。また、スロー映像に編集も可能
なので、成功時と失敗時の比較や、指導前後や治療前
後での動きの比較をより詳細に行うことができる。

６

相談事業名 内容 主な対象者

総合運動能力向上相談

一般的な体力測定や筋力、全身持久力、神経系等の専門的測定を行い、
体力の総合的な分析、評価を行います。

競技者
形態計測、基礎的体力、無酸素パワー、単関節筋力測定、全身持久力
テスト（推定最大酸素摂取量）等

分
野
別
相
談

筋力向上相談

下肢、上肢、体幹の筋力及び筋持久力等の測定、評価に基づき、種目
特性に応じた筋力トレーニング指導・動作分析等を行います。

競技者

形態計測、基礎的体力、単関節筋力測定（上肢、下肢、体幹）、筋持
久力測定等

全身持久力向上
相談

呼吸代謝測定、乳酸測定等による全身持久力の分析、評価に基づき、
トレーニング指導を行います。

形能計測、乳酸測定、最大酸素摂取量測定（直接法）

スポーツ心理
相談

カウンセリング及びメンタルトレーニング指導を行い、ピークパフォ
ーマンスをサポートします。

健
康
体
力
づ
く
り
相
談

健康づくり
コース

全身持久力・骨強度等の測定を行い、測定結果に基づいて特に健康づ
くりの観点から日常の運動及びトレーニングの指導を行います。 健康体力づ

くりを目指
す者体力づくり

コース
全身持久力・一般的な体力測定等を行い、測定結果に基づいて、特に
体力づくりの観点から日常の運動及びトレーニングの指導を行います。



７ 福岡県タレント発掘事業

日本初の取り組みとして平成16年度から実

施し、体力・運動能力に優れた小・中学生を

見出し、発達に応じた適切な指導により、運

動能力を更に開発・育成するとともに、育成

された能力が活かせる競技に導き、世界で活

躍できるトップアスリートの輩出を目指す。

事業は、人材を「見つける」、人材を「育て

る」人材を「活かす」ための３つのプログラ

ムにより構成される。

●「見つける」－セレクトプログラム

●「育てる」－能力開発・育成プログラム

子どもたちの「能力を見極める」、「飛躍的に成長できる時期を逃さない」といった観点で、福岡県内

の小学校４年生から中学校１年生を対象に選考を行い、19年間で533,477名が1次選考会に参加している。

様々なスポーツの実践をとおして、将来トップアスリートとなるために必要となる能力の獲得を目指

すとともに、トップアスリートとして持つべき知識や考え方等についても学習する。

【身体能力開発・育成プログラム競技種目例】
ウエイトリフティング／タグラグビー／陸上競技

レスリング／フェンシング／ホッケー／サッカー

水球／ハンドボール／ライフル射撃／アーチェリー

スケート等

【知的能力開発・育成プログラム内容例】
ロジカルシンキング／オープンマインド

コミュニケーションスキル／ソーシャルスキル

コンディショニング／栄養学／スポーツ障害

メンタルトレーニング／アンチドーピング等

ホッケープログラム メンタルトレーニングプログラム アンチドーピングプログラム陸上競技プログラム

競技団体指導者による適性評価

●「活かす」－パスウェイプログラム

競技に関する情報を収集し、開発・育成され

た個々の能力に応じたより高いステージで活躍

できる可能性が高い競技に導くことを目的とし、

令和4年度末現在、449名の修了生が様々な競技

でトップアスリートを目指している。

運動能力による適性評価◇受講生・修了生の競技実績

国際大会出場者 ５９名（延べ４７２）

全国大会優勝者 ８７名（延べ２３２）

８

Ⅵ　形態及び運動能力評価
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159.7

形態１（身長・体重バランス）

伸張値 伸張比

反　応　評　価

後方

Jr. 2年 Sample

体型傾向 -7.864

41.4 46.7

44.6

上肢長 65.647.1

記録 0.2750.4230.4030.4110.4550.424
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65.365.255.561.0偏差値
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色の面積が　　　の線からはみ出している
程能力が高いといえます。

色の線は平均を表しています。
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ス

ボール

投
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ルラン

運動能力レーダーチャート（偏差値グラフ）

0

25

50

75

指極

上肢長

下肢長

指極－身長比

（指極／身長）

上肢長－身長比

（上肢長／身長）

下肢長－身長比

（下肢長／身長）

形態特性レーダーチャート（偏差値グラフ）

令和４年度の主な大会成績

■ 女子サーブルワールドカップ ２位（フェンシング）

■ 第１８回世界陸上競技選手権大会 出場（陸上競技）

■ 全日本選手権大会 優勝（フェンシング・ボート）

■ 全国高等学校総合体育大会 優勝

（自転車競技・アーチェリー・陸上競技・ウエイトリフティング）

■ 第７７回国民体育大会 優勝（ライフル射撃・自転車競技・ウエイトリフティング）

■ 高円宮杯JFA U-18サッカープレミアリーグ2022ファイナル 優勝（サッカー）

全国高等学校総合体育大会
自転車競技大会 優勝
１２期生（写真中央）



８ 福岡県スポーツ振興センターの施設利用

福岡県スポーツ振興センターでは福岡県から指定管理を受けた県立スポーツ科学情
報センター、県立総合プールの利用を促進している。
合宿等の練習会場、宿泊会場としても利用することができる。

(1) 福岡県立スポーツ科学情報センター
（ア） メインアリーナ、サブアリーナ、多目的アリーナ及びクライミングウォール等

（イ） 研修室、視聴覚室、会議室及び和室

（ウ） 宿泊室

(２) 福岡県立総合プール

９

施設名 使用単位 区分 料金 宿泊税

宿泊室
（洋室）

一泊
一般

児童生徒
3,190円
1,590円 200円

（別途）宿泊室
（和室）

一泊
一般

児童生徒
1,380円
690円

施設名 内容

メインアリーナ
46ｍ×39ｍ
1,794㎡
観覧席2,000席

ハンドボール2面、卓球15面
バスケットボール2面、バレーボール2面
バドミントン10面、体操 他

サブアリーナ
34ｍ×26ｍ
884㎡

バスケットボール1面、卓球6面
バレーボール2面
バドミントン4面、体操 他

多目的アリーナ
26ｍ×15ｍ
390㎡×2室

柔道4面、剣道4面、空手4面
なぎなた4面、各種体操 他

宿泊室
洋室 97人

和室 32人

区分 内容

プール
・50ｍプール 50ｍ×8コース 水深2.0ｍ～2.2ｍ
・25ｍプール 25ｍ×8コース 水深1.0ｍ～1.4ｍ
・飛込プール 20ｍ×22ｍ

スケート スケートリンク60ｍ×30ｍ

会議室 会議室 50人

研修室

第一研修室 35人 ＊第一、第二研修室は合併使用ができる。

R5.4.1現在、併用施設のみの案内第二研修室 20人

第三研修室 100人
＊第三、第四研修室は合併使用ができる。

第四研修室 100人

視 聴 覚 室 100人

会 議 室 15人

和 室 60人



ホームページ

ホームページ 施設利用・スクール情報

イベント情報スポーツ振興に関する動画配信



（公財）福岡県スポーツ振興センター

（福岡県立スポーツ科学情報センター）

（福岡県立総合プール）

（福岡県立総合射撃場）

ＴＥＬ ０９２－６１１－１７１７
ＦＡＸ ０９２－６１１－１６００
ｍａｉｌ accion@f-sponet.or.jp

〒812-0852
福岡市博多区東平尾公園２丁目１－４


